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徴 菌 培 養 に 魔 法 瓶 の 應 用

農 學 士 西 日 藤 次

THERMOS AS A THERMOSTAT
CULTUREロ

By

ToЛ NIs肛腱,Ⅳり滅傷乃j.

IN TESTHTUBE

魔法瓶即ちThⅢ鵬 は 1892年英国のデワール (Dewarl氏 が液證塞氣の保存器

として稜明せられたる DttT's LSkを食物の保温冷蔵に應用したるものにて二

重の碕子瓶より成う具塞と反射面とを應用して熱の樽導を防ぎたるものにして諸

虎にて製作せらるゝも獨逸伯林イプラ (磁丸)會蔵製のものは保冷二日保熱二十

四時間に堪ゆと稀せう其の形状種をあ
'。

 是まで食物保存の外に植物呼災熱の

観測に即ちピーアス (PiOrCO)氏 にようRespittion Calorimeterと して應用せられ、

大野理學博士は植物學雑誌第二百八十四琥にミタロト"ム載片を作る鴛め
パラフ

イン封入の際之を使用し甚だ便利なると認めたうと報せらrた りヽ 余は今回同會

蔵製廣口食物糧牛リート″入(百四十三琥)若 くは一リ
ート/入(百五十三琥)を以て

試験管培養に定温器 Thermosttt代 用として最も軽便なるものあると認めた 3。

元泰徹菌及び細菌の培養には一定時間一定温度中に放置して其の凄育状態を槻

察すると必要とし之れが篤には定温器を用び木rLるカミ 定温器は病院若くは研究

所等に於ては充分設備し得らるべきも常に其の温度を加減し二つ夜中と雖も識火

し置くの要あれば相営設備ある場所の外は危険にして随庭に之が培養を行ふこと

は蓋し難事に属したうしが、少数の試験管培養に魔法瓶を應用するは甚だ簡便な
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るものあう、即ち綿栓したる試験管内に細菌を移植し護護帽を以て試験管口を覆

ひ之を一定温度の湯を入れたる魔法瓶中に置くときは一定時間一定温度内に繁殖

培養することを得、数時間に亘 3温度の下降することあれば単に其の湯を入替ゆ

ることにようて。容易に保温し得られ其の繁殖状況≧観察し得べし、故に只一個の

魔法瓶は最も簡便にユつ最も安全に徹関取扱者に取うて最も必要なる定温器とし

て役立ち得らるべきなう。 前記百四十三琥瓶には普通試験管六本を五百十三琥

瓶には十二本を容れ得べく、何れの場庭にても容易にユつ安全に備付られ得べけ

れば其設備充分ならざる農事試験場叉學核等に於ても手軽に培養し得べく、或は

署師の診断室に於ても容易にユ迅速に思者の有菌者なるや否やを確賞 に鑑定し

得べく、又検疫者にして常に之を携行せは携行にも甚だ便利な3)遠隔の土地にあ

多ては既に其の婦着に先ちて細関の機育を認識し直ちに警戒滑毒するを得べく樽

染病の警戒上に其の時間を短縮し衛生上に多大の効果を頴すことを得べく、其の

他陸軍衛生材料として獣署材料として至便なることを磯見すべきなり、研究室に

於ても温度を異にし数種の培養を欲する場合にも数多の定温器を備付るの要なく

簡易に短時日に成績を得べきな 3。

魔法瓶中の温度が如何に底下するかは外界の室氣及び内部の温度の高低、容器

の大小、構造、時の長急 内蔵せる物量の多少等によう差異ある事勿論なれども大

正元年十二月五日よう二十日に至る間に熊本に於て三種の魔法瓶を以て検定した

る成績を掲ぐれば次の如し
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一
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一

但百四十三琥瓶には湯を全量百五十三琥瓶には年量を注加し置きたるものな

う。

経 過 し た

時

る
　

　

間

26。5
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